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顧客の目標設定をしよう
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「ペルソナを設定しよう」の回でペルソナを設定できたかと思います。

そのペルソナはただ設定するだけでは何の意味もありません。

自分の中でペルソナを認識できており

『ペルソナはどんな人？』

  と聞かれた時に何も見ることなしに

どのような人か答えれる状態まで落とし込んでください。
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そのペルソナには現状不満があり、理想、目標があります。

そのペルソナが現状から理想に移行するための価値提供を

あなたがするのです。

いわば『ペルソナの理想のためのオーダーカリキュラム』を作ります。

ペルソナを助けるだけのための商品でいいのです。

そうすることで一貫性が生まれます。

これがペルソナを設定した狙いです。



3

顧客の目標設定をしよう

今回のフェーズは

前回決めたペルソナのためのカリキュラムを販売していくにあたって

まずそのサービス、商品のゴール

つまりペルソナ（顧客）の目標、理想を明確にしていきます。
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顧客の目標設定をしよう

そこで今回は目標達成のための「マンダラート」を用いて

ペルソナ（顧客）の目標設定を行います。

これは目標設定から実現までのプロセスを細分化し明確にできる

フレームワークになります。
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1.　マンダラートとは
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1.　マンダラートとは

マンダラートは、仏教に登場する曼荼羅模様に由来するもので、

曼荼羅模様に似たマス目にアイデアを書き込んでいくことで

自然にアイデアを広げていくことができる技法のことです。

曼荼羅＋アートという造語でマンダラートと名づけられました。

曼荼羅 アート マンダラート
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1.　マンダラートとは

デザイナーでヒロ・アートディレクションズとい

う会社の代表を務める今泉浩晃氏が開発した

もので、アイデアに詰まった時などに半ば強引

に派生語句を出していくことができるユニーク

な方法論です。

本物の曼荼羅で表現される幾何学的模様の

パターンが似ているという発想はデザイナー

ならではかもしれません。
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2.　マスを埋めることで発想が広がる
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2.　マスを埋めることで発想が広がる

マンダラートは仏教の曼荼羅のように正方形を均等に区切った

マス目の中で思考を広げていきます。
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2.　マスを埋めることで発想が広がる

「就職活動」テーマでマンダラートを広げたも

のが右のようになった例があります。

中央の 9 マスの中心にあるのがメインテーマ

でそこから周辺の 8 マスに関連語句を書き入

れ、それぞれの関連語句から周囲に 9 マスを

作り、そこにもさらに派生語句を書き入れてい

きます。
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2.　マスを埋めることで発想が広がる

たった 1 つのテーマから合計で 

81 マスが埋まり、そこから 64 個の

関連語句がひねり出されました。

ここからアイデアとしてまとめるのに

有用なものを拾い上げていくのが、

マンダラート思考法です。
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3.　マンダラートの基本形
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3.　マンダラートの基本形

マンダラートの基本形は、

中央にあるメインテーマから周囲に

派生していくイメージ

を持ってください。
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3.　マンダラートの基本形

まず、メインテーマの周りに

連想した語句を 8 個埋めて、

それぞれの語句が小テーマとなった

 9 マスを作っていきます。
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3.　マンダラートの基本形

この要領で最初の 9 マスの周りに 
 9 マスを並べると合計 81 マスが作られ、そ

れぞれのマスに入っている語句はすべてメイ

ンテーマに関連があるものということになりま

す。

これがマンダラートの全容なので、

最終的にこの形を作るということを

押さえておいてください。
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4.  大谷選手を一流にした

マンダラート
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4.  大谷選手を一流にしたマンダラート

プロ野球の大谷翔平選手といえば、二刀流の大活躍でおなじみです。

これまでのプロ野球選手という概念に当てはまらないほどの

超一流選手ですが、たまたま才能に恵まれた選手ではないことが

分かるエピソードがあります。

それが、マンダラートです。
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4.  大谷選手を一流にしたマンダラート

大谷選手は高校生の頃に

プロ野球選手になる自分を明確にイメージするために

今は何をするべきかという目標設定をしています。

その目標を達成するために必要なことをマンダラートで書き出しました。
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4.  大谷選手を一流にしたマンダラート

右がその時に作成された

マンダラートです。

このマンダラートはとても有名で

マンダラートを解説するための

見本としてもよく用いられています。

それだけよくできている

マンダラートだということは、

その中身を見れば一目瞭然です。

出典：スポーツニッポン
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4.  大谷選手を一流にしたマンダラート

大谷選手という超一流のプロ野球選手が才能や偶然だけではなく、

極めて戦略的に生み出されたということお分かりいただけると

思います。

このように、マンダラートは目標設定と達成のためのプロセス構築

にもとても役立ちます。



目標設定シートの作り方

深く考えず、まず順番は特に考えず

どんどん書き出せるところから、どんどん書いて行きましょう！
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マンダラートの記入方法の流れを簡単にまとめると以下のようになります。

⑤ ⑤ ⑤

⑤ ④ ⑤ ④ ④

⑤ ⑤ ⑤

③ ③ ③

④ ③ ② ③ ④

③ ③ ③

④ ④ ④

① 「顧客の目標設定をしよう」のシートを開く

② マスの中心に「ペルソナの目標」を書く

③
中心を囲む8マスに中心に書いた目標を達成する
ために必要な要素を書いていく

④
③で上げた8要素を外側にある3×3マスの中心に書
きうつす

⑤
それらの要素を達成するために必要なことを , 
要素の周りの8マスに書いていく


